
鋼材表面に高温で生成する 
酸化スケール（酸化膜）の制御

今後の
展開や
メッセージ 鋼材の熱処理や熱間加工時の表面性状に

疑問や問題があれば気軽にお問合せくだ
さい。

鋼材の熱処理や熱間圧延や熱間鍛造等、高温時に鋼材表面に生成する酸化膜（酸化スケール）
は、鋼材製品の表面品質に影響する。酸化スケールの特性はその構造に大きく依存されることか
ら、酸化スケールの生成制御が重要となる。

鋼材の酸化スケールに関して、酸化スケー
ルが不均一に生成するブリスタリング現
象やウイスカー生成、酸化スケールと鋼材
の密着性、酸化スケールの機械的・物理
的・化学的特性は酸化スケールの構造に
大きく依存する。当研究室では高温加熱
実験により酸化スケール構造の制御方法
を検討してきている。
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図１ 
鋼材表面に気泡状の膨れ

（ブリスタリング）が発生
した状況。

図２ 
鋼材表面に細かい髭状の結晶

（ウイスカー）が発生した状況。 図３　
高温で酸化中の表面状態を観察
できる実験設備。
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